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2Pp-5　　　　　高齢化をめぐる生活情報に関わる研究（第１報）

　　　　　　　　　－「老いに対する意識調査」一

　　　　　　　　賢明女短大　○長瀬修子　　田麿幸子

　【目的】我が国の急速な高齢化に伴い、老若男女全てが心身共に自立した共生の社会環境

づくりが望まれている。「老い」に対する関心を高め、将来への不安要素を認識し、高齢

化への健全な受容方法の具体的検討が重m-である。この一端として今回学生と社会一般の

　「老い」に関する意識調査を実施し、世代間の相違を中心に検討を試みたので報告する。

　【方法】1997年4～10月、西播地域（兵庫県）在住の24～83才の男女123名（成人群）およ

び本学学生108名（学生群）対象にｱﾝｹｰﾄ調査を実施。主な調査内容は、「老い」のｲﾒｰｼﾞ

に係わる言葉、老化の生理的兆候、特に食生活面では食品の種類・使用頻度、食意識、食

に係わる不安要素、さらに総合的な将来への不安要素など。
　【結果】「老い」のｲﾄｼﾞでは学生群は元気、たくましい、ﾁｬﾚﾝｼﾞ精神などに否定的、頑固、

わがまま、愚痴っぽいに肯定的割合が高く、成人群と類似した傾向はやさしさ、落ち着き、

親切の項目である。老化の兆候では白髪、感覚・筋力の機能低下さらにやる気・動作緩慢

・姿勢など。食傾向では三食規則的な摂取は成人群に目立ち、栄養80%・安全性49%・経済

性46%、学生群は食べ易さ57%・栄養54% ･香味41%に集中。食に係わる不安要素は成人：学

生群で癌・生活習慣病など病気が51 : 63%、咀哨･ 囃下力減退44 : 50%が共通して高く、成

人群が調理が面倒、簡便食44%に対し学生群は栄養不足50%で相違が目立つ。総合的な将来

への不安はいずれも80%が意識し成人群の寝たきり、経済、呆け症状、配偶者との死別が目

立つのに対し、学生群では経済、仕事についで、孤独、友達づきあいが63%の高率を示す。

今回群別の意識差を認めると共に多様性を知り、生活情報・福祉教育への示唆が得られた。

2Pp－6 環境対策における環境ラベル関連情報とその有効匪

○石久保鈴子碓井裕子関奈津子渡辺ぷ俊 （東京家政大）

　目的近年、経済社会システムにおいて、持続可能な未来に向けた生産・消費活動への

変革として、国際的枠組みのひとつである国際標準化機構（ＩＳＯ）で、環境保全を目的

とする環境対策に関する多くの項目が現在検討されている。その中でも消費段階における

環境対策として、皿及が重要課題のひとつである。そのためには当該製

品の表示を明確に行うとともlこ、表示lこ対する?肖費者皿を確保するための惨報の整

備が必要である。消費者の信頼性を確保するための情報としてＩＳＯに求められた製品に

関するラベリングの手順等の規格化を行う環境ラペリングの手法は、消費者の取り組みを

要求する手法としても注目される。本研究では、物の消費段階における環境保全への取り

組みとそれを支える制度の有効性を把握するため、製品の環境ラベル関連情報及びその現

状について、調査、分析し、今後の課題についても検討した。

　方法輔日本環境協会エコマーク事務局より得られた1997年9月30日現在におけるエコ

マーク商品リストを供試料とし、それらを日本電気附製ｺﾝfa-ﾀｰPC-9821Xaとﾏｲｸﾛｿn社

製ｿﾌﾄWindo-ws95、Microsoft Office Access 回を用いて分析した。

　結果1997年9月現在のラベル認定商品数は2087件であり、類型品目は廃ﾌﾞﾗｽﾁyｸ再生品

等ni項目に分類され、水、大気、緑の保護関連は多く、rﾝ層の保護の認定はなかった。
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